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「
甲」
は
十
干
の一
番
目
の
年 。
木
の
陽
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
し 、
物
事
の
始
ま
り
を
意

味
し
ま
す 。

「
辰」
は
「
振」
の
文
字
に
由
来
し 、
自
然

万
物
が
振
動
し 、
活
力
や
成
長
が
盛
ん
に

な
る
年
で
あ
り
ま
す 。
ま
た
十
二
支
唯一
の

架
空
の
動
物
で「
龍」
に
当
て
ら
れ 、
龍
神

信
仰
で
も
親
し
み
が
あ
り
ま
す 。

自
然
現
象
を
自
在
に
支
配
し
大
自
然

の
躍
動
を
象
徴
す
る
龍
に
あ
や
か
り 、
「
昇

龍」
の
勢
い
あ
る
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 。
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